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研究成果の概要（和文）：東日本大震災で確認された「被災地のリレー」（過去の被災地の人々が現在の被災地の人々
を支援する現象）の社会心理学的意義を解明し、歴史･文化･民俗的文脈に位置づけて、新しい災害救援･復興支援モデ
ルへと結実させるためにアクションリサーチを展開した。救援を受けたことに対する負債感が、救援を惹起し、リレー
によって、救援側の復興が推進されることを確認した。多様な分野の文献を渉猟し、文化の影響を考慮すべきこと、リ
レーの全貌把握が困難であることを結論した。「被災地のリレー」の拡充を目指したアクションリサーチからは、リレ
ーによって形成された個人的な関係に注目すべきこと、実践的には資金面に問題が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：When a disaster occurs,local residents help each other and people, including 
disaster volunteers, from outside, support survivors and victims. The survivors attempt to pay the 
support back. However, they are likely to have no chance to pay it back, rather returning to their 
ordinary lives with some sense of debt. Later, once other disasters happen, they may attempt to forward 
it to someone else in the future(i.e., Pay-It-Forward Network, PIF network). The present project 
identified that socio-psychological sense of debt motivated people to help the new survivors, while 
helping the survivors led their own area to recovery. According to the review from various fields of 
research, it was concluded that cultural factors may influence the PIF network. and that it was difficult 
to obtain the whole picture of the large PIF network. Action research revealed that individual 
relationship formed through the PIF network should be maintained, while financial issues were critical in 
practice.

研究分野： ボランティア行動学
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１．研究開始当初の背景 
2011 年に発生した東日本大震災の被災地

では、阪神･淡路大震災(1995 年)の被災者か
ら支援を受けた新潟県中越地震(2004 年)・中
越沖地震(2007 年)の被災者が、東日本大震災
の被災地で支援活動を展開する興味深い事
例があった（図１）。これは、過去の被災地
が現在の、また将来の(図１では Q と表示)被
災地を支援していくネットワークとして表
現される。申請者は、こうして、過去の被災
地から、次の被災地へと、支援活動があたか
もリレーされているようなこの現象を「被災
地のリレー」と称して、その存在を報告して
きた（渥美,2012; Atsumi, 2012）。研究開始
当初もリレーが継続されていたことを承け、
これを恊働的実践とアクションリサーチを
通じて、新しい災害救援･復興支援モデルへ
と結実させていく着想を得て、本研究を開始
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 被災地のリレー 
○は被災地を、矢印は支援活動を示す。 

 
２．研究の目的 
本研究は、東日本大震災で確認された「被

災地のリレー」（過去の被災地の人々が現在
の被災地の人々を支援する現象）から得た萌
芽的な着想をもとに、その社会心理学的意義
を解明し、歴史･文化･民俗的文脈に位置づけ
て、新しい災害救援･復興支援モデルへと結
実させるためにアクションリサーチを展開
すること目的とした。具体的には、 

 
(1)．「被災地のリレー」に関する現場調査
(恊働的実践)を継続し、その社会心理を解
明すること。 
 
(2)．社会心理学･進化生物学･民俗学等の文
献を渉猟し、「被災地のリレー」の理論モ
デルを導出すること。 
 
(3)．災害 NPO と恊働して「被災地のリレ
ー」の拡充を目指したアクションリサーチ
を展開し、成果を発信すること 
 
を目的とした。 
 

３．研究の方法 
以下の 3 種類の方法を用いて、研究を行っ

た。 

 
(1)．「被災地のリレー」に関する現場研究

(恊働的実践)の継続 
リレーの始点と終点において実施してき

た聞き取り調査を継続し、リレーの心理的要
因(例：動機づけ)や社会的要因（例：ネット
ワーキングの契機）などを整理した。 

 
(2)．「被災地のリレー」に関する文献調査 
被災地のリレーは、民俗学、社会心理学、

進化生物学、人類学、哲学など多様な分野に
類似の概念や研究成果が見られたので、互助
関係、利他行動の連鎖という観点から、関連
分野の文献を渉猟した。 
 
(3)．「被災地のリレー」に関するアクショ

ンリサーチ 
岩手県野田村（東日本大震災の被災地）と

野田村を支援してきた新潟県刈羽村（中越沖
地震の被災地）を中心に、被災地のリレーの
生成･維持･変容過程を把握し、リレーの改善
目指したアクションリサーチを行った。 
 

４．研究成果 
 以下の 3点について成果を得た。 
 
(1)．「被災地のリレー」に関する現場調査 
リレーの始点となった新潟県刈羽村にお

いて、中越沖地震の際に、阪神・淡路大震災
の被災地から救援を受けたことに対する負
債感が、その返礼として終点である野田村へ
の救援を惹起したことが明らかになった。ま
た、それだけでなく、野田村を救援すること
によって、刈羽村の復興が再構築されつつあ
ることを確認した。一方、野田村では、「被
災地のリレー」という言葉が、ある程度の範
囲に普及し、詳細の災害時にこれを野田村か
ら実施する機運が高まっていることが示唆
された。 
具体的には、リレーの参加者から、 
 

「ずっと助けられるばっかで、何とか
お返ししてぇのぅと思ってたいやぁ。
これでやっとね。おらほんと嬉しいん
だよ。」 

 
という発言や、 

 
「こうしてここにお返しさせて頂く
ことが、私たち支援を受けた者の務め
だと思います。」 

 
といった声が聞かれた。また、リレーを行

うことによって、 
 

「刈羽村の人々で、震災の時は何もで
きなかった人が、リレーを見て、刈羽
村で何かやろう、がんばろうって思え
る」 

 



という指摘からは、刈羽村で刈羽村の人々が、
復興に向けて歩みを始める姿が見られた。 
野田村では、研究期間中に東北地方以外で

水害が発生した際、「お返しにリレーをしな
ければ」という声が聞かれ（実際には救援活
動は実施されなかったが）、将来にリレーを
行う機運が観察された。 

 
(2)．社会心理学･進化生物学･民俗学等の文献
渉猟 
互助関係の連鎖、利他行動をキーワードに、

社会心理学、進化生物学、民俗学に加えて、
哲学、社会学、教育学、行動経済学などにも
視野を広げ、研究会を設置して、それぞれの
分野からの研究動向を集約した。表１は、三
者(A,B,C)間の利他行動のパターンを示した
ものである。各研究分野で関係の呼称は異な
るが、それぞれ注目する他者を特定して、実
証的研究、歴史的研究、シミュレーション研
究などが展開され、その理論的含意が検討さ
れてきた。ただし、表１にいう逆行的互恵性
は、他の２つに比べて、研究の深まりが比較
的乏しいと考えた。 

 
表１ 利他行動の流れと被災地のリレー 

 
関係 利他行動の

流れ 
対応する

現象 
注目する

他者 
逆 行 的

互恵性 
Ａ→Ｂ→Ｃ 被 災 地 の

リレー 
未来の他

者 
順 行 的

互恵性 
Ａ→Ｂ、Ｃ 
→Ａ 

情 け は 人

の た め な

らず 

過去の他

者 

模倣 Ａ→Ｂ、Ｃ 
→Ｂ 

 現在の他

者 
 
このように整理すると、「被災地のリレー」

は、日本の伝統社会に見られる互助関係と似
て非なる行動であること、また、リレーを利
他行動の受け手が、他の人に利他行動を行う
と捉えた場合、この現象について研究結果に
一般的な合意は見られないことが明らかに
なった。 
また、文献調査の結果、こうした互助関

係・利他行動が、当該文化の影響を受けるで
あろうこと、また、連鎖が少数の場合には、
１つ１つ検討することが可能であるが、連鎖
が多数になると、その全貌を把握することは
困難であることが予想された。 

 
(3)．災害 NPO と恊働して「被災地のリレ

ー」の拡充を目指したアクションリサーチ 
具体的には、刈羽村から野田村へのリレー

について、その返礼にあたる野田村から刈羽
村へのリレーを企画し、その前後の聞き取り
調査を実施して、リレーの継続には返礼が効
果的であることを確認した。 
一方、小千谷市塩谷集落（中越地震の被災

地）から、福島県南相馬市（東日本大震災の
被災地）へのリレーを改めて企画・実施し、

その維持過程に伴う困難を把握した。その結
果、「被災地のリレー」は、その名称の通り、
「被災地」間で行われるが、特定個人を対象
として開始されるのではなく、被災地（の
人々）というカテゴリーに対する活動として
開始されること。しかし、リレーの返礼は、
リレーによって形成された個人的な関係を
含む被災地間の関係を維持していくことに
対して効果的であることが明らかになった。 
リレーを実施するには、資金面での工夫が

必要であることも改めて示唆された。被災地
への資金(義援金等)は、多く集まるのが通例
であるが、当該被災地への救援活動がある程
度終わってから、新たな被災地への救援活動
（被災地のリレー）のために、資金をどのよ
うに調達するかといった実践的な問題を今
後検討する必要があろう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真１ 小千谷市塩谷集落から福島県南相

馬市への被災地のリレー 
 
 以上の成果をもとに、現在実施されている
被災地のリレーの事例をさらに収集すると
ともに、学際的な知見を集約する必要は言う
までもないが、本研究を萌芽として、次年度
以降に、国際比較研究やシミュレーション研
究を計画し、被災地のリレーの文化的規定因
を解明するとともに、リレーが拡充した際の
連鎖の全貌を把握し、その変化に寄与する変
数を特定することを目指したい。そうした総
合的な研究が進むことによって、「被災地の
リレー」は、新しい災害救援･復興支援モデ
ルへと結実することになり、理論的にも、実
践的にも、今後の被災者対応に寄与すると確
信している。 
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